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馬の条虫とその中間宿主に関する研究

第3報本邦産軽種馬における条虫其他の

嬬虫類の寄生虫相について

福井正信 前田 繁 松尾亘孝
東京大学伝染病研究所寄生虫研究部（指導 ：佐々学教授）

（昭和35年 10月24日受領）

吾々は先きに本邦主として関東地区における軽種馬生

産牧場において Anoplocephalidaeに属する条虫の寄生

状況を調査し 3才以下の幼駒に高い寄生率を示す結呆を

得た（福井，1960）.更にとれらの感染馬に対して Bithi-

onol及びその誘導体，ならびに Dichlorophenを投与し，

乙れらの新しい駆虫剤が投与前後の何等の処置をも必要

とせず，且つ副作用も認めずに比較的少量て駆虫し得る

成績を得た（福井，1960）.とれにひきつづき吾々は木邦

の主要な軽種馬生産地帯におけるとの種の条虫に併せて

回虫，円虫〈硬口虫〉，焼虫其他の線虫類の寄生状況を調

査し，叉とれと別個に東京附近の 1牧場において当才よ

り明8才迄の幼駒の 1年間の糞便中の条虫卵排出の消長

を観察し駆虫適期の考察を行った．

乙の調査に終始御指導を頂いた伝研寄生虫研究部長

佐々学教授に深甚の感謝の意を表し， 調査に御援助頂い

た日本軽種馬協会，日本中央競馬会，宮内庁下総御料牧

場，研究上貴重なる御助言を頂いた寄生虫研究部林滋生

助教授，田中寛博士，佐藤孝慈博士，御助力下さった池

庄司敏明，矢沢庄三，奥野和子，麻布獣医科大学篠原措

の各位に感謝の意を表する

ζの報告の概要は第29回日本寄生虫学会（昭和35年

6月）において発表した

材料及び方法

検査対象馬は北海道より九州に至る軽種馬協会所J属の

牧場に繋留されるすラプレッド及びアラブ系馬計約 900

頭とした．これを 2群に牙け各支部より繁殖牝馬（ 5才

より28才迄〉と明2才の育成馬〈平合〉をほぼ同数宛択

ぴ材料を採集した．少数の 3才育成馬，種牡馬，協会関

係以外の牧場よりの採集も行った．採集した地方は次の

如くである．即ち北海道謄振， 日高，青森，宮域，福

島， 千葉，宮崎， 鹿児島，タトに東京及び栃木が合まれ

{;). 

( 44 ) 

牧場の作業の比較的閑散な冬季1960年1月中旬を撰ぴ

各地方の協会支部毎に材料の採取を行った．各馬糞塊2

ケをポリエチレン袋に入れゴム輪て、密封し，とれを封筒

に入れ年令，性，種類（サラブレッド系，アラブ系等の

別〉，牧場名，産地学を記録した．これを伝染病研究所に

送り大体2週間以内に検査に着手した．一部東京ー栃木

等の材料は30g入行薬缶に糞を入れ同様伝研の研究室に

おいて数日以内に処理をした．北海道，千葉，鹿児島の

一部の馬については24mml隔，長さ14cmのセロハン・

テープを馬の匹門に添附後スライドグラスに貼り，焼虫

卵を顕微鏡下て検索した．線虫及び条虫を対象とした検

査としては飽和食塩水による櫨過浮説法を用いた．即5

1 gの糞を中型試験管にとりこれに飽和食塩水を約25CC'

添加，撹持混合後 100メッシュの金網て鴻過し，試験管

口迄食塩水を満し30分後に24×24mmのデッキグラスを

水面に接着させスライドグラス上て、鏡検（1枚〉した．文

その内円虫〈硬口虫〉，毛線虫，主主将虫等の感染幼虫を対

象としては佐々らが人聞の集団検便て採り上げている試

験管培養法の変法により検索を試みた〈佐々ら， 1958).

即！）~立便 0.5gをとり，煮沸後冷却した10%馬鈴薯澱粉

を塗布〈約 0.7g）した漉紙上に塗抹し，乙れを中型試

験管に入れ水を 3cc加えて管口をポリエチレンにてふさ

ぎ，約10日間25°0の恒温室にて培養後アンキロスコープ

及び顕微鏡にて種の同定を試みた．

更に東京附近のー牧場において1959年8月より1960年

3月迄約15n間隔て当才より 8才にいたる幼駒引－21頭

〈サラブレッド種育成馬〉の糞便を採集し鴻過浮説法（ 2

回繰返し〉て条虫卵排出の消長を観察した．

調査成績

種牡馬及び年令，性不詳のもの，東京，北海道謄振及

び栃木繋留馬を除き各馬産地ての調査成績につき以下述

べるく第1表，第2表〉．
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第1表年齢別各種寄生虫感染、扶況 (1)

検査法 鴻 過 浮 遊 法

年齢 検査頭数 馬J 虫回 虫 ~xr:::!i7:o~li~~l・（S T1・ich 葉状条虫

サラアラブ サラアラsフ~P· サラアsラppブ． サラ アラプ サラ プラプ

106 19 34 51 56 20 28 7 4 
26.38 32.07 70.83 52.83 27. 77 26.46 9.72 3.77 

2歳 75 101 13 31 58 62 26 37 12 1 
17.33 30.69 77 .33 61. 38 34.66 36.63 16.00 0.99 

147 207 
32 65 109 118 46 75 19 5 
21. 76 31.40 74.15 57.00 31. 29 36. 23 12.92 2.41 

3 歳 5 9 
。 2 5 6 2 2 。 。。22.22 100 66.66 40.00 22.22 。 。

5～7 30 33 
。 4 19 28 8 22 4 。。12.12 63.33 84.84 26.66 66.66 13.33 。

8～10 42 68 
1 6 34 55 28 36 。 2 
2.38 8.82 80.95 80.88 66.66 52.94 。2.94 

11～13 59 53 
1 。 54 30 43 25 5 2 
1.69 。91.52 56.60 72.88 47.16 8.47 3.77 

14～16 28 42 
。 3 24 32 21 21 5 2 。7.14 85.71 76.19 75.00 50.00 17.85 4.76 

17～19 16 37 
。 1 16 22 10 18 1 2 。2.70 100 59.45 62.50 48.64 6.25 5.40 

20～22 8 13 
。。 7 11 5 5 1 。。。87.50 84.61 62.50 38.46 12.50 。

23～25 2 3 
。。 2 3 。 1 1 。。。 100 100 。33.33 50.00 。

26～28 1 1 
。。 1 1 。。 0 。。。 100 100 。。 0 。

3～28歳 192 259 2 16 162 188 127 130 17 8 
計 1.04 6.17 84.37 72.58 66.14 50.19 8.85 3.08 

総計 339 466 
34 81 271 306 173 205 36 13 
10.02 17.38 79.94 65.66 51.03 43.99 10.61 2.78 

サ ラ：サラブレッド種 上段数字：陽性染個率体(9 
アラブ：アラブ種 下段 II ：感 ら）（第2表とも）

条虫類：繁殖牝馬には感染率低くアラブ 259頭中8頭。.08%）サラ 192頭中17頭、（8.85%）となり 2才馬は
サラ 147頭中19頭(12.92%），アラブ 207頭中5頭（2.41

？のの成績を得た．サラの方がアラブよりやや高率に認

められる．地区別には千葉及び日高地方にやや高率〈千

葉2才22.0%，日高 22.22%）に認められる．アラブて

は円高地方2才に 14.28%を認めた．何れも大規模な牧

場を有してことに飼育する地方にみられる．

馬焼虫 ：北海道日高地方，千葉，鹿児島の8地区繁殖

牝馬，育成2才駒計 191頭、に対して行ったスコッチ・テ

ープ法による検査の結果は次の如くである．鹿児島ては

89頭中1頭（1.12%）千葉53頭中 3頭（5.66%）日高55

頭、中9頭 (16.36%）の虫卵陽性馬を得た． 2才馬の陽

性率 105頭中7頭（6.66%），繁殖牝馬のそれは86頭中 6

頭（6.97%）となる．何れも北海道日高地区でやや高い

「45) 

陽性率を示した． 2才サラ6.57%，アラブ6.89%，繁殖

牝馬同5.26%,8.33%と年令，種類聞の感染率の差はみ

られない．

馬回虫 ：2才馬；ますラ，アラブ共に 21.76%. 31.40 

%を示し繁殖牝馬の1.04%,6.17%に比して高い比率を

示している．地域別には千葉を除き北海道より九州、！迄何

れも寄生率は高くみられる．しかしながら他の線虫殊に

円虫，毛線虫類と異なり 2才の幼駒に感染が集中し 5才

以上ては殆んど認められないのが特徴てある．アラブが

やや高率のところもあるが日高地方てはサラとの聞に差

がみられない．

円虫・三歯円虫類：鴻過浮説法による虫卵検査の結

果， 2才馬はサラ 74.15%, アラブ57%，繁殖牝馬は

84.37 %, 72.58%となりややサラの方に寄生率が高 P

年令による感染率はやや繁殖牝馬が高い． 培養法によ



186 

第 1表年齢別各種寄生虫感染状況（2) 

試 験 管

S. vulg. S. ed. S. eq. C. g. C. p. C. c. 

サラアラブ サラアラブ サラアラブ サラアラブ サラアラブ サラアラブ
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1 0 
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6 0 
25.00 0 
1 1 
2.38 1.47 
0 0 
0 0 
0 1 
0 2.38 
0 1 
0 2.70 
0 0 
0 0 
0 1 
0 33.33 
0 0 
0 0 

6 5 
8.33 4.71 
6 9 
8.00 8.91 
12 14 
8.16 6.76 

0 3 
0 33.33 
8 0 
26.66 0 
6 4 
14.28 5.88 
3 0 
5.08 0 
1 1 
3.57 2.38 
0 2 
0 5.40 
0 1 
0 7.69 
0 1 
0 33.33 
0 0 
0 0 

1 1 
1.38 0.95 
2 0 
2.67 0 
3 1 
2.04 0.48 

0 2 
0 22.22 
1 2 
3.33 6.06 
5 2 
11.90 2.94 
3 0 
5.08 0 
0 1 
0 2.38 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 

9 15 17 13 
12.50 14.15 23.61 12.26 
13 19 20 11 
17.33 18.81 26.66 10.89 
22 34 37 24 
14.96 16.42 25.17 11.59 

1 1 
20.00 11.11 
0 3 
0 9.04 
5 8 
11.90 11.76 
11 3 
18.64 5.66 
0 2 
0 4.76 
0 4 
0 10. 81 
0 1 
0 7.69 
0 1 
0 33.33 
0 0 。。

3 5 
60.00 55.56 
10 8 
33.33 24.24 
12 13 
28.57 19.11 
18 7 
30.50 13.20 
9 6 
32.14 14. 28 
9 5 
56.25 13.51 
1 2 
12.50 15.38 
1 1 
50.00 33.33 
0 0 
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S. vulg. : Strongylus vulgaris 
S. ed. : Strongylus edentatus 
S. eq. : Strongylus equinus 

る Strongylusedentatus, St. vulgaris, St. equinus tま
虫卵検査の陽性率に比して大きく検出率は劣っているが

年令による感染率の差は概してみられない．

毛線虫類：虫卵検査の結果， 2才サラ 31.29%，アラ

ブ 36.23%，繁殖牝馬サラ 66.14%，アラブ 50.19%と

前者に比して劣る結果となっている．しかしながら各種

毛線虫 （Trichonemasp.）の陽性率合計を試験管培養法

の結果てみると 2才サラ 57.82%，アラブ 45.43%，繁

殖牝馬同 72.39%, 45.17%となり泌過浮説法よりもや

や高率にみられる．叉サラの方がアラブより高率の寄生

率を示した．但し日高地方てはアラブの寄生率は高率

(85. 71 %, 53. 12%）を示し，サラのそれと同等もし

くは上廻る成績である．

考察

検査法について：吾々は今回馬の条虫類及び線虫類の

Cg. : Trichonema(Cylicocercus) goldi 
C.p. : T. (Cylicocercus) pateratum 
C. c. : T. (Cylicocercus) catinatuni 

内部寄生虫集団検便に際し少ない人員 (1日1～2名〉，

少ない器材，狭い空間てなるべく多くの検体を短時日に

処理し，しかも検出精度の高い方法を試みた．その為：こ

3つの異なった方法を 1検体に同時に行うことにより検

出される寄生虫卵の種類を豊富にした．

先ず条虫類卵，及び馬回虫，円虫，三歯円虫，毛線虫等

の各種線虫卵を対象としてはi慮、j直浮説法〈飽和食塩水使
用〉を採用した.l立接塗抹？よな馬の場合植物性繊維が多

くて実用とならず，沈澱法は漉過浮説法に比してやや時

間をとり叉煩雑な為上記の法をとった訳である．円虫，

毛線虫の卵は卵の大きさによる種の同定が困難な為に約

85～90μ を境としその形態も考慮に入れて90μ より大き

な（長椅円形9のものを毛線虫類， 85μより小さいグル
ープ（短楕円形卵〉を円虫，三歯円虫とし85～90μ のも

のはその形態により両者の何れかに含ませた．乙の結果

( 46 ) 
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年齢別各種寄生虫感染状況（3) 第 l表

スコッチ

テープ法

馬焼虫

法

S.w. 

義培

サラ アラブ

1/34 2/18 
2.94 11.11 
4/42 0/11 
9.52 0 
5/76 2/29 
6.57 6.89 

1/3 0/4 
33.33 0 
0/4 1/8 
0 12.50 
0/11 0112 
0 0 
1/14 0/10 
7.14 0 
0/2 1/5 
0 20.00 
0/3 1/6 
0 16.66 
0/1 0/2 
0 0 
/0 1/1 
100 
/0 

アラブサラ

0 0 3 
0 0 4.16 
1 1 1 
1. 33 0. 99 1. 33 
1 1 4 
0.68 0.48 2.72 

0 0 
0 0 
0 1 
0 3.33 
0 1 
0 2.38 
0 0 
0 0 
0 1 
0 3.57 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 

サラアラブサラ

2 0 
1.88 0 
1 0 
0.99 0 
3 0 
1.44 0 

0 3 2 5 0 
0 33.33 40.00 55.55 0 
9 11 5 1 0 
30.00 33.33 16.66 3.03 0 
13 7 1 5 0 
30. 95 10. 29 2. 38 7. 35 0 
15 2 5 1 0 
25.42 3. 77 8.47 1.88 0 
11 6 2 3 0 
39. 28 14. 28 7 .14 7 .14 0 
4 6 1 4 0 
25.00 16.21 6.25 10.81 0 
1 4 1 0 0 
12. 50 30. 76 12. 50 0 0 
0 1 0 0 0 
0 33.33 0 0 0 
0 1 0 0 0 
0 100 0 0 0 

53 41 17 19 
27.60 15.83 8.85 7.33 

102 85 23 22 
30.08 18.24 6.78 4.72 

C. i. : T. (Cylicocyclus) iusigne 
Cb. : T. (Cylicodontojうんorus)bicoronatum 
T. a. : Trichostrongylus axei 
s. u.人： Strongyloideswesteri 

他其

サラ

T.a. 

アラプ

ハU
ハU
ハリハ
U

ハU
ハU

Trichonema 
spp. 計

アラブサラ アラブ

1 38 50 
0.95 52.77 47.16 
0 47 44 
0 62 . 66 43 . 56 
1 85 94 
0.48 57.82 45.41 

0 3 6 
0 60. 00 66. 66 
1 21 16 
3.03 70.00 48.48 
4 30 33 
5.88 71.42 48.52 
2 43 27 
3.77 72.88 50.94 
2 22 17 
4.76 78.57 40.47 
1 14 13 
2.70 87.5ο35.13 
1 5 4 
7.69 62.50 30.76 
0 1 1 
0 50 . 00 33 . 33 
0 0 0 
0 0 0 

9 139 117 2/38 4/ 48 
3.47 72.39 45.17 5.26 8.33 

10 224 211 8/114 5/77 
2.14 66.07 45.27 7.01 6.49 

分母：検査数
分子：陽J陸数

（第2表とも）

C.b. 

6 
8.33 
0 
0 
6 
4.22 

c. i. 

アラブ

27 
25.47 
17 
16.83 
44 
21.25 

→テラ
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7 
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0 0.38 0.52 0 

0 1 2 1 
0 0.21 0.58 0.21 

以下寄生虫別に述べる．

馬回虫： 2才馬と 3才以上の寄生率は大きく異なり年

令による感染率の差が大きい．性による差は認められな

い．とれは今回の調査の対象となった何れの寄生虫て、も

同様にみられなかった．今回の調査は1月中旬という採

集時期の関係と競馬場を除いた為に当才馬は含まれずま

た8～5才馬は少ない．調査の直前の駆虫は行なってい

ないが Piperazine系薬剤の普及の為か全体的に寄生率

は低く出ている．実際に牧場を視察した結果とれらの薬

剤（ 2硫化炭素叉はピベラジン〉を用いての駆虫はかな

り頻固に行なわれていることをま日った．アラブがサラよ

り寄生率がやや高率に認められるととろもあるが日高の

サラとアラブの間Z>Z'dはみられない．つまり品種聞の感

染率の差ではなく飼育規模の大小による宿主の環境の差

が原因していると思われる．アラブ1～2頭程度飼育の

と培養法により同定された上記各線虫幼虫の検出率との

差については各線虫の項においてのべる．

馬焼虫卵についてはその生態上スコッデ・テープ法を

J採用し（佐藤， 1957')た．輸送の途中特別のパッキング

その他の処理を行わず馬糞と共に一応紙につつんで封筒

に入れて運んだが破損したものは 2ケのみであった．し

かしながら検出率がやや低かった様である．

鴻過浮波法による虫卵の形態のみでは種の同定不能な

円虫類については試験管培養法により感染幼虫を排出せ

しめとれを同定するととによって寄生線虫の種を明らか

にすることを試みた．との結果極少量（0.5g）の便を使

用したにも拘らず約80%の陽性率をみ，i慮過浮語手法(1g) 

による虫卵陽性率を上まわる結果を得た．培養水の潤濁

；は一部であり将来更に改良するととにより検出率を上げ

る可能性も充牙にある．

( 47 ) 
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葉状条

Strongylus spp. 
Triodontophorus spp. 

Trichonema spp. 

虫

虫

虫

T. （仁）catinatum 

S. edentatus 

S. equinus 

T. (C.) goldi 

S. vulgaris 

蝶

虫回

馬

馬

措く〉円虫 8種の感役割j虫は形態上同定が容易てあり且

つ培養後の抗出口数も比較的早く，運動性はやや緩慢で

あるので容易に識別し得るにもかかわらず培益法て鴻過

浮説法の成績を大きく下廻る成績を得たのは培養訟の検

出率の問題のタトに虫卵の形態による種の同定の困難なこ

とを示している．

毛線虫類： Trichonemaspp.については鴻過浮説法に

おいて円虫類に比して低率を示した．反；ム試験管培養

法においては Trichonemaspp.の合計は45～66%と同

法による円虫類のそれ（2%～8.8 %）に比して遥かに高

率を示している．円虫の項て、述べた如く虫卵を大いさ及

び形態によって 2群に分けたととによりとの矛盾が生り

たと考えられる．性，年令による感染率の差は認められ

ないが品種による感染率の差が認められる．つまりアラ

ブ種はずラに比して低率であり，同Gアラブ種ても日高

産のものは栢島，宮域等ーに比較して高率てむしろすラと

同ーである．つまり回虫と同様に府主品種聞の抵抗性の

差ではなく飼育形態による感染の場の相法によると思わ

農家〈東北地方の〉ては感染のあった場合厩舎を中心と

して回虫卵の密度が高くなり感染が容易に成立する．こ

の場合の感染の場は比較的そまいとJ思われる．

馬焼虫：千葉県て行われたスコッチ ・テープ法による

軽種馬の感染率（42～60%）と比1援して（佐藤， 1957)

検出率が大幅に低い結果がみられる．木虫が Piperazine

投与の場合馬回虫と異なり 200mg/kg4日連続投与以上

の処置が必要な為に（佐藤， 1957),Piperazine による

駅虫の結果感染率が低くなったのではなく集団検便とし

てはじめて馬に応用した為に採取時間〈必ずしも早朝検

査を行えた訳ではない〉与の要素が影智していると考え

られる．感染率は品種による差はみられない．

円虫：三歯円虫類：溜過浮訪ijq去による陽性率は高く

性，年令，品種による差は認められない．高令になると

寄生率の低まる（Foster,1937）結果も認められない．

試験管培益法による Strongylusvulgaris, St. edenta・

tus, St. equinus 3種の陽性率は上記の法に比較して低

く約 2.4～8.8%である．〈三断円虫については論義を

( 48 ) 
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寄生虫感染状況
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毛線虫の各種の同定はやや困難を党えたが一応感染幼

虫により種の同定をした．同定は生体及ひやフオノレマリン

同定標本（熱処理固定は腸細胞を不明瞭にする為に避け

た〉により行った．この結果腸細胞 (intestinalcell）の

数，排列，生殖原基の位置等が属以下の牙類の基準とし

て主としてとりあげられた．同定された幼虫は14種てあ

り内4種は未同定てある．残りは毛線虫類以外も含めて

Strongylus vulgaris, St. edentatus, St. equinus, Tri 

chonema(Cylicocercus) goldi, T. (C）戸zteratum,T. ( C.) 

catinatum, T. (Cylicoり1clus)insigne, T. （αlicodonto-
pholus) bicoronatum, Trichostrongylus axei, Stro-

ngyloides westeriと同定された（第1～2図）.Stro・

ngylus 3種は形態が明瞭であり同定に困難ではないと

とは前にも述べた． Trichonema spp.は同定にやや困

難を覚えたが一応上記の如く号類した．未同定のものに

ついてはその形態の概略を述べる（第8図，第3表〉．

Sp. 1 : Trichonenza Sp.体長 544μ，被鞘は尾部を

有し且つ先端は尖り（370 μ) 被翰共全長 915μを示

した．尾部は特に円くなく被鞘との間隙は殆んどみられ

ない．食道部はながく， 神経輪直後にタト排出孔（excr-

etory pore）をみる．腸細胞 (intestinalcell）は 8ケ，そ

の排列は T.( C.) catinatumに似るも生殖原基（genital

primordium）が明瞭に第4番目の i.e. 中にみられるぷ

( 49 ) 
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第 1図 St1”ongy'

及び第l，第2の i.e.の排列より別種とみられる． 角皮

線条（transversestriations）著明にみられる．

Sp. 2：体は比較的ながく 601μ，尾部はややとがる．

被鞘との間隙；まない．被鞘はながい尽をもち（273μ）尾

部先端はとがるc87 4 μ），食道は短かい．食道球（oeso-
phageal bal b）が明瞭てある． 叉匹門部より i.e.後端

it-が ii.e. 前端より食道部にかけてと同慌ラッパ状腔と

E 
¥ T~ichone仰
~C.Y 'icocyclus) 
znszgne 

第 2図 Trichonemaの五種の感染幼虫

なる.i.e.は多く，12を敬える．生殖環庄はお4，第5

の i.e.聞に位置する．

Sp. 3 : Trichonema Sp.体は比較的よく尾部著明tこ

鈍円て被鞘との間に間隙あり全長 541μ，被鞘後端は尖

鋭て被鞘共全長 863μ, 食道部はながく i.e.は8ケで

あるが第1, 2, ~H. 6が併列し生殖原基は第6番目

の i.e.中にみられる.ffJ皮線条著明て、」；）る．

( 50 ) 
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第 4表 関東地方のー育成牧場における葉扶条虫の感染状況（1959～1960)

1959年1月 明3歳 1959.7 明2歳 1960.6 明2歳 1960.6 明3歳
生産地 種類

検査頭数条虫陽性数検査頭数条虫陽性数検を頭数条虫陽性数検査頭数条虫陽性数

アラブ 12 。 。 1 
。

(48.33）※ ( 0) 

北海道 サフ 25 
13 。 1 

。 。
(52.00) ( 0) 

小計 37 
20 。 1 

。
1 
。

(54.54) ( 0) ( 0) 

アラブ 。 。 。 2 
1 
(50.00) 

青森 →テフ 9 
4 。 。 。
(44.44) 

小計 9 
4 。 。 2 

1 
(44.44) (50.00) 

アラブ 1 
1 

－‘〉, 

。
つ】
。 。

(100) (O) (O) 

岩手 サラ 1 
。 。 。 。
(O) 

小計 2 
1 

2 
。

2 
。 。

(50 .00) (O) ( 0) 

アフブ 。 11 3 
6 

3 。
(27. 27) (50.00) 

宮城 サフ 1 
。 。 。 。
( 0) 

小計 1 
。

11 3 
6 

3 。
( 0) (27.27) (50.00) 

アラブ 33 
21 

9 
。

10 
4 

1 1 
(63. 63) ( 0) (40.00) (100) 

福島 サフ 。 。 。 。
小計 33 

21 
9 
。

10 4 
1 

1 
(63 .63) (0) (40. 00) (100) 

アラプ 。 。 。 。
千葉 サ フ 2 1 

3 
2 

4 4 。
(50100) (662.66) (100) 

小計 2 3 4 
4 。

(50. 00) (66.66) (100) 

アラブ 。 。 。 1 
。
(O) 

鹿児島 サフ 。 。 。 。
小計 。 。 。 1 

。
( 0) 

アラブ 46 
29 

22 3 
18 

7 
5 

2 
(63.04) (13. 63) (38 .88) (40.00) 

総計 サ フ 38 
18 

3 
2 

5 
4 。

(47. 36) (66.66) (80.00) 

昔十 84 
47 25 5 23 11 

5 
2 

(55. 95) (20.00) (47 .82) (40. 00) 

※〈 〉内は感染率（%〉

Sp. 4 : 513 μの体長を示し被鞘は尼部（後端尖鋭 210 やや鈍，被，聞との聞に殆んど間隙をみない．

μ〕を有し全長 823μである．食道部はながく神経l愉は 今回の調貨が冬季行われた為に当才の前期に集中的に

ゃγ後万に位置する．腸管は明瞭に蛇行し12ケの i.e.を 感染がみられる Strongyloideswesteriはモの寄生率が

数える．生殖原基は第8番目の i.e.中にみられる．尾端 低く出ているがこれは材料採集の時期を-r;慮に入れて考

( 51 ) 
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第 3図未同定感染幼虫

えねばならない．同慌に今問の調査で陰性であった寄生

虫についてもその寄生の可能性が大きく存在していると

とを忘れてはならない．

葉状条虫 ：性による感染率の主は認めなかったが，年

令，品種による差を観察した．即：！：；， 2才馬と 3才以上の

馬との聞に感染率の開きがあり，サラブレッド種がアラ

プ種に比してより高三容を示している． しかしながら大規
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↓：一部陽性馬の Bithionolによる条虫駆虫実施

第 4図東京附近のー牧場における軽種幼駒の葉扶条

虫感染の季節的消長（サラブレッド種）

模飼育の円高地）jの牧場のアラブての感染率は高く結局

小胤模農家と大境悦飼育牧場との飼育形態の差であり前

記の毛線虫の場合と同様である．即ち白由生活の感染

幼虫の終宿主への感染の場である放牧場には同慌に中

間宿主のグニに摂取されて終宿主への感染の機会を待つ

α1sticercoidが存在寸る．叉同一放牧場て多数終宿主の
飼育されている形態の万が当然感染の機会の多い三とを

示している．日高，千葉と日本の代表的なサラブレッド

の生産地帯にこの条虫の感染のきわだって多いことがそ

れ宅うらずけている．先に福井は主として関東地方特に

千葉県の調丘によワてとの条虫が 3才以下の幼駒に多い

ことを報告し之が（福井， 1960），今回の調査中の 3-Y馬

に虫卵陽性のものはみられなかった．これは以上の 8才

馬が少数て＼との殆んどが鹿児島地方のものだった為とも

与えら~l る . 1959年2月より1960年6月迄吾々が栃木県

下のー育成牧場〈ιの牧場は繁殖を行わず全国て生産さ

れた軽種を 2才より 8才迄育成する〉て調査した 2才， 3

才馬（サラ ・アラブセ含む〉の検便成績によると1959年

( 52 ) 



7月そ除き約50%の陽性率を示している（第4長）. －部

(3才馬〉は育成牧場ての飼育期間がながく，為に場内

感染とみるべきであろうが2才馬の入場早々のものに高

率にみられるととは注目される．叉1960{[06月調査D際

の条虫陽性馬をピック ・アップLてリストにより同年1

月の一斉調査時の条虫卵保有状況を調べたところ， 5頭

中2顕40%陽性て育成牧場の成績と同慌てあり陽性馬：l主

何れも F葉産て、あった．叉吾々が1959午 3 月より 1960~ド

8月迄千葉県下の軽種生産牧場を対象とし当才より明8

才馬迄を（約20頭） 1カ年間15日間隔て検便を行いその

条虫卵排出の委節消長を調査したのが2.'{H図てある．と

の結果〈少数例てあるので信頼限界がやや広くなるきら

いはあるが〉中間宿主よりの終宿主への感染が！ぬ秋より

冬季にかけて集中的にみられるとと，初夏より秋にかけ

て感染率の谷がみられる乙と，3才の初春が感染率のピ

ークであることが認められた．緬下の Mom・eziaexpa’ 

mα の同様の調査（福井， 1960）に比l陵して年令，感染

時期にズレがみられるのが興味深い．前報（福井， 1960)

の軽種馬ての条虫感染状況の成績とは並行する成績でち

った． 以上の結果により葉状条虫の.＇.￥！~虫の適期は明 3 才

の苔をピークとして明2才の杏より昭彦、する必要があ

る．特に競走馬の場合牧場より各競馬場の厩合に入る前

に検使，駆虫の必要が考えられる．今回の調査では各競

馬場ての大畑模な寄生虫調査は行なわなかった為3才～

5才馬の実態が判らないが吾々の調査した範四ては競馬

場内の厩合内の土よりの中間病・主となるすすラダニの検

出は陰性結果であり，叉厩合の運動場，飼料摂取の状況等

を考慮、して感染の機会は低いと考えられる為に生産地，

育成地ての駆除に力を注ぐべきであると考える．

要約

1) 1960年冬季圏内主要怪種馬育成地情の約 900頭。

サラブレッド，アラプ系馬を対象として条虫及び l士の他

の内部寄生虫の調査を行った．

2) 調査した地方は北海道謄振 ・日高 ・青森 ・宮城 ・

福島 ・千葉 ・宮崎 ・鹿児島であり他に東京及び栃木県下

にても調査を行った．

3) 調査対象馬は明 2才〈合・早〉，明3才（若干頭〉

育成馬，明6才より明28才迄の繁殖牝馬及び少数の種：比

馬を含んでいる．

4) 検丘／j法は飽和食塩水による減過浮j的よ（条虫積

馬回虫，円虫及び毛線虫卵対象〉スコッチテープU;C馬

焼虫〉，試験管培長法（円虫，毛線虫類感染幼虫対象〉を

併用した．

( 53 ) 
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5) 調査の結~~馬暁虫は感染率低く佐藤（1957) の成

績を大きく下廻った．

6) 馬回虫は主としてアラブ生産地て高率であり，日

高・千葉＠サラ生産地てはすラ ・アラブ共にやや低い感

染率を示した．

7) 反足，条虫，各種円虫，毛線虫はf走者て，~五く，福

島等のアラブ生産地てやや低い成績を得え．これらの結

決はアラプ生産農家（福島其他の地方の〉とサラブレッ

ド生産牧場 UI高・千葉等〉でのとれらの寄生虫の感染

の場の差〈此牧場及川飼育頭数の規模等に由来する〉に

よると思われる．

8) 検出同定さ九三感染幼虫は， Strongylus vulgaJ二

is St. edentatus,, St. equinus, Trichonema (Cylicocer・

cus) catinat1川 z, T. (C.)pateratwn, T. (C.)goldi, T. 

( Cylicocyclus) insi gne, T. ( Cylicodonto1うんolus)bi corona-

tnm, Trichostrongylus axei, Strongyloides westeri 

タト帽名不；洋4障でもつ，'c.

9) 千葉県下の1牧場て'1959年3凡より1950：ド3)JJZ 

13カJJに豆り 15日間隔て行ワた鴻過浮i船去にぶる糞便険

査を当才より日月3才；こいえる約20頭のサラブレッド種幼

駒について行った結民感染の山は 2才より 8才の告にか

けてみられた． この成績より駆虫適期の考察をも行つ

え．
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STUDIES ON EQUINE TAPEWORMS AND THEIR INTERMEDIATE HOSTS 

(3l EPIDEMIOLOGICAL STUDIES ON TAPEWORM AND 

OTHER INNER PARASITES FAUNA OF 

RACING-HORSES IN JAPAN 

MASANOBU FUKUI, SHIGERU MAEDA & NOBUTAKA MATSUO 

人Dφα：rt：γnentof Parasitology, Institute for Infectious Diseases, Univ邑下sityof Tokyo＇〕

Surveys on the incidences of the infection with anoplocephaline cestodes and strongyliicl 

or other parasitic nematodes of racing horses were conducted in several thoroughbred or arabian 

horse breeding zones of Japan in early spring of 1960. 

Surveyed zones were Hokkaido, Aomori, Miyagi, Fukushima, Chiba, Miyazaki and Kago-

shima Prefectures which have famous thoroughbred and arabian racing horses breeding runchs. 

The methods of examination used were as follows: Filtration and自oatationmethod with 

satulatecl saline solution (for eggs of Parascmカ equorum, Strongylus spp., Trichonema spp., 

Triodontophorus spp. and Anoplocephala pe1-foliata), Scotch tape method (for Oxyuris equi), 

Test-tube cultivation method (for larvae of strongyliid nematodes). 

Although the results obtained by Sato in Chiba prefecture in 1957 (Sato, 1958) showed 

that the incidence rates of this worm were as high as 40 to 60%, the rate of infection with 

pinworm among thoroughbred and arabian horses were 6%. 

Di妊erenceof results between two surveys might depend on de旺erencesof technics or the 

time of applying the tapes. 

Strongyliicl and ascariicl eggs were detected by floatation technic. But it was impossible to 

identify the species (except P. equorum) with this technic. 

Among the animals surveyed, the colts in ara bian horse breeding zone showed particulary 

high incidence rates of Pm刀scarisequorum as high as therty percent. Group of mares (from 3 

to 28 years of age) showed remarkably low levels of incidence. But incidence rates of stromgyliicl 

nematodes ova in mares were 70%. 

The infective larvae detected with test-tube cultivation were identified follows; Strongylus 

vulgaris, S. edentatus, S. equinus, Tnchonema (Cylicocercus) catiηatum, T. (C.) pateratum, T. 

(C.) goldi, T. (Cylicocyclus) insigne, T. (Cylicodontopholus) bicoronatunんTrichostrongylusαxei

and Strongyloides ivesteri moreover four undetermined species (involving two kinds of the genus 

Trichonema. see五g.3. table 3) were isolated. 

In Hokkaido and Chiba, main thoroughbred breeding zones, thoroughbred and arabian 

horses showed high incidence rates of strongyliid nematodes and anoplocephaline tapeworm. 

But infection of Parascaris epuoruni showed low level in these zones. 

Other districs, for example Fukushima prefecture in which 1 or 2 arabian horses were 

kept in each little farm, incidence rates of these parasites showed low levels. 

On the contrary, the incidence of Parascaris equorum ova in these zones were found 

remarkably high level with日oatationmethod. So, it was seemed that the meadows were the 

essential factor as the field of infection for these tapeworms and strongyliid nematodes. 

On the other hand, in order to make a survey on the incidence of anophocephalias1s, a 

series of examinations were carried out on the feces of horse at a thoroughbred breeding runch in 

Chiba prefecture during a period of one year ending in March, 1960. 

The period during which the infection with Anoplocφんαlaperfoliata occurred in maxi-
mum rate were estimated to be the spring season for equines from 2 to 3 years of age. 
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